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論文内容要旨
 唾液腺排泄管の閉塞により腺の分泌機能が低下,停止することは臨床的にしばしば経験され,
 種々の実験的検索も行なわれている。一方,閉塞性障害をとり除いた場合の唾液腺組織の回復過
 程については,組織学的,生化学的検索がなされているが,組織化学的検索は行なわれていない。
 また排泄管閉塞時,閉塞除去後の唾液分泌促進剤(ピロカルピン),抑制剤(アトロピン)投与
 による腺組織への影響についても組織学的検索は行なわれているが,組織化学的検索は行なわれ
 ていない。そこで著者は,家兎耳下腺を用いて次の様な実験を行なった。
 実験方法:成熟家兎(体重約2.甑g)雄を,(1)耳下腺排泄管結紮群,(2)排泄管結紮後ピロカルピ
 ンあるいはアトロピンの連続投与群,(3)排泄管結紮後,経日的に外唾液痩を作製した群,(4)排
 泄管結紮後外唾液痩作製とともにピロカルピソあるいはアトロピンの連続投与群,(5)対照群
 (各群についてShamOperatlo11のみを行なったもの)の各群にわけ,摘出耳下腺のsuccinate
dehydrogenase(SDH),Iactatedehydrogenase(LDH),acidphosphatase(ACPase),
 cholinesterase(ChE)活性について組織化学的に検索した。
 実験結果:
 1)排潅管結紮後,家兎耳下腺にみられた主な組織学的変化は,腺終末部の萎縮と導管の拡張
 および間質の線維性結合組織の増殖であった。組織化学的には,終末部および導管部のSDH,
 LDHの反応性が経日的に減弱した。しかし,結紮後90日でも終末部や導管部に弱いながらも反応
 が認められた。ABPase反応は終末部では減弱したが,導管部では徐々に増大する傾向にあった。
 腺房や導管に分布する神経のChE反応には見るべき変化が認められなかった。
 2)排泄管結紮の後,外唾液壊を作製し閉塞をとり除くと結紮後1引一iのものでは,組織学的に
 みられた回復傾向とほぼ平行して早期にSDH,LDH,ACPaseなどの組織化学的反応性も回復し
 た。結紮期間が21日,49日になるとそれぞれ開放後14ri,21日まででは回復傾向がほとんど認め
 られなかった。
 3)ピロカルピンあるいはアトロピンの連続投与を排泄管結紮後に行なうと,腺の退行性変化
 は非投与群よりも早く現われ,また外唾液癒作製とともに運続投与すると結紮を除去しただけで
 は回復しがたい結紮後21日のものでも各酵素の組織化学的活性の回復がみられた。
 結論:排泄管結紮で退行性変化に陥った唾液腺組織では分泌物の貯留により本来の分泌物を合
 成し排泄するための代謝機能を必要としなくなっていると考えられる。そして,結紮後外唾液痩
 作製や,これと薬物投与を併用することによりこれらの酵素活性が回復することより,排泄管結
 紮下の唾液腺がいわゆる「休止腺」であることが組織化学的に確認された。
審査結果要旨
 唾液腺排泄管が唾石,炎症,腫瘍,外傷後の叡痕などにより閉塞されると,唾液分泌は減少あ
 るいは停止し,閉塞が解除されると回復することは知られているが,その間の腺体,排泄管にあ
 らわれる変化を経口的に検索した報告は少い。ことに組織化学的研究は極めて少く,閉塞解除後
 については見当らない。
 本研究は,家兎耳下腺排泄管を結紮した場合および一定期間後にこれを解除した場合における
 腺組織の変化を経日的に組織化学的に究明するとともに,唾液分泌促進剤(ピロカルピン),抑制
 剤(アト・ピン)の投与がそれらの変化に及ぼす影響を検索することを目的としている。
 実験は次の各群に分れている。
 1.排泄管結紮群
 2.排泄管結紮後ピ・カルビン投与後,アト惇ピン投与群
 3.排泄管結紮後,外唾液痩作製群
 4.排泄管結紮,外唾液凄作製後ピロカルピン投与群,アト冒ピン投与群
 なお,薬物投与は12時間毎,連日である。
 各群にうき経日的に摘出した耳下腺の組織化学的検索項目はSDH,LDH,ACPase,ChE反応
 である。
実験結果
 (1)排泄管結紮による組織学的変化は終末部の萎縮,導管拡張,間質増殖などの経日的進展で
 あるが,これに平行して終末部,導管部のSDH,LDH,終末部のACPaseの各反応は減弱
 し,導管部のACPaseは増大した。分布神経のChE反応は特に変化なかった。
 (2)排泄管結紮後のピ・カルピソ投与およびアト留ピン投与では,いずれも各酵素活性の上記
 所見が早期から出現した。
 ③排演管結紮後外唾液嬢を作成し閉塞を解除した場合,結紮期間14口群では組織学的所見に
 平行してSDH,LDH,ADPase反応も回復し,解除後14[1にほ対照と同程度になった。し
 かし,結紮期間が21日以上になると,解除後21日までの所見では回復傾向は認められなかっ
 た。
 (4)閉塞解除後のピロカルピン投与およびアトロピン投与では,いずれも各酵素活性の上記回
 復所見が早期から出現した。しかも,21日間結紮後の解除群においても,7～14日後には対
 照とほぼ同程度の反応まで回復した。
 以上の結果から著者は,排泄管の閉塞は唾液腺の分泌のための代謝を必要としなくなること,
 導管部では貯留した1唾液処理の機能が盛になっていること,さらに閉塞解除やこれに薬物投与を
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 併用すると酵素活性が回復するので,閉塞下の唾液腺は休止状態であることなどを確認しえたと
 述べている。なお,アトロピン投与がピ・カルビン投与に類似の結果を示した点については,今
 後の解明を要するとしている。
 以■ヒ,本論文は1唾液腺排泄管の閉塞および閉塞解除における腺組織の酵素活性の動向を明らか
 にし,臨床への寄与も大であり,充分学位授与に値するものと認める。
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